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研究成果の概要（和文）：本研究は、欧米諸国に比して遅れているわが国のアフリカ史研究の推進のために実施
された。それに当たり、アフリカ史を他地域との交流の観点から明らかにすること、考古学発掘をはじめとする
一次資料の入手に主眼を置いた。本研究により、西アフリカで10世紀の巨大建造物を発掘したが、これはサハラ
以南アフリカ最古の王宮と考えられ、交易やイスラームの進展について大きな寄与をなした。その他、13－14世
紀の東・西・南部アフリカ各地で社会経済的発展が実現されたこと、国家をもたない社会における歴史記述の可
能性が明らかになったことなどの成果があった。
これらの成果をもとに、「アフリカ史叢書」の発刊の準備を進めている。

研究成果の概要（英文）：This research project aims at reconstructing the African History that is 
relatively underdeveloped in Japan. In order to realize this, the project organized many study 
meetings with Japanese and overseas scholars who are specialized in other subjects than African 
History.The basic plan of the project is to attach more importance to the changes and developments 
of material culture than to the political vicissitudes of the continent. It procures primary 
historical materials through the visit of the archives or the archeological excavations. It could 
unearth big buildings totally made of stone which can be the trace of a royal palace of the 10th 
century. It could also demonstrate intense manufacturing activities before the arrival of Islam in 
the continent. 
As the project has succeeded in finding new date on the past events in Africa and a new method to 
write societies without the state, we are now preparing a series of books on the African History. 
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１．研究開始当初の背景 

（１）歴史研究は当該諸社会の深い理解のた
めの前提条件である。しかしながら、わが国
のアフリカ史研究は、アフリカ史やアフリカ
考古学関係の講座がどの大学にも存在しな
いことが示すように、きわめて立ち遅れた状
況にある。このことは、欧米の多くの大学に
アフリカ史講座が存在することと対照的で
ある。 

（２）アフリカ史に関しては、1970 年代に
なされたケンブリッジ版『アフリカ史』8 巻
と 80 年代の『ユネスコ版アフリカ史』10 巻
が双璧をなす。しかし、これらはすでに時間
を経過したこともあり、大幅な書き直しが必
要とされている。 

（３）本研究は以上の課題に応えることをめ
ざして組織されたものであり、わが国を代表
するアフリカ史関係の研究者の結集により、
アフリカ史研究を深化させること、最終的に
は数冊の『アフリカ史叢書』を完成させるこ
とをめざしておこなわれるものである。 

   

２．研究の目的 

（１）本研究の目的は、経済、政治、交易、
宗教、生態、考古などの諸分野を専門とし、
地域的にも北アフリカから南部アフリカに
いたるアフリカ全土をカバーする研究者の
結集により、わが国のアフリカ史研究を刷
新・深化させることを目的としておこなわれ
るものである。 

（２）本研究に参加する各研究者は、各自の
問題意識や研究テーマに沿って研究を遂行
すると同時に、年に数回おこなわれる研究会
や他領域の研究者との討論を通じて問題意
識や理解を共有し、最終的に『アフリカ史叢
書』を完成させることをめざす。 

（３）本研究は以上の問題関心から構想され
たものであり、本研究が実現されたなら、ア
フリカ史研究はもちろん、文化人類学、地域
研究、国際関係論、政治学、開発研究などの
諸分野の一層の発展のために多大な貢献を
なすとともに、とりわけ文化人類学的なアフ
リカ研究をさらに発展させるための基礎的
資料となるはずである。 

 

３．研究の方法 

（１）本研究に実施に当たって、いくつかの
基本的な方法を定めた。まず、国家の誕生や
支配階級の変遷などの政治的出来事より、ア
フリカ各地で実現された農業、牧畜、交易、
手工業などの物質文化の変化や発展を重視
すること。 

（２）アフリカの諸社会が有する内在的な発
展力を重視しつつも、アフリカの歴史を大陸
に閉ざして考察するのではなく、世界の他地
域との関係性（交流、交易、支配等）におい
て理解するよう努めること。 

（３）アフリカ史記述の革新を実現するため
に、各国の資料館での文献調査や考古学発掘
調査などを通じて、一次史料の獲得に尽力す

ること。 

（４）わが国のアフリカ史研究者だけでなく、
国内外の西洋史や東洋史をはじめ、政治学、
経済学、社会学など他分野の研究者との合同
研究会を実施して、斬新な問題意識の獲得に
努めること。 

 
４．研究成果 
（１）考古学発掘により、西アフリカのニジ
ェール川中流域の諸社会が、イスラーム文明
の到達以前に農業・手工業の領域においてか
なりの経済発展を実現していたことが明ら
かになった。これは、西アフリカの産業がイ
スラーム勢力によるサハラ交易と共に実現
されたとみなされてきたことに対する反証
であり、世界のアフリカ史理解においてきわ
めて重要な発見である。 
（２）おなじく考古学発掘により、西アフリ
カのガオ地区で、10 世紀に建造された王宮と
思われる大規模建造物の発掘に成功した。こ
れは全長 50 メートル以上の総石造りの建造
物であり、これが王宮であるとすれば、これ
までにサハラ以南アフリカで発見された最
古の王宮であり、西アフリカにおける交易史
や文化史の領域で多大な貢献を果たすはず
である。 
（３）西アフリカ、中央アフリカ、東アフリ
カにおける長距離交易の実態と国家の発達、
及び産業の発達を比較検討することにより、
13‐14 世紀ごろにサハラ以南アフリカの各
地で国家の発達と長距離・地域間交易の発達
が見られたことが確認された。これだけ異な
る地域でほぼおなじ時期に社会経済的発展
が実現されたことの理由は今のところ不明
だが、各種のデータを比較検討することによ
って一定の答えを求めていく。 
（４）13－14 世紀にアフリカ各地で社会経済
的発展が実現されていたとすれば、16世紀以
降本格化する西洋列強による奴隷貿易のア
フリカへの影響についても、従来とは異なる
理解がもたらされた。奴隷貿易は、後進的な
アフリカに対しておこなわれた略奪行為で
はなく、一定の発展能力を示していたアフリ
カ諸社会に対して発展の内在的能力を剥奪
した蛮行とみなされた。また、おなじく奴隷
貿易をおこなったイスラーム世界が、アフリ
カ諸社会に対して破壊的な作用をおこなわ
なかったことと比較するなら、西欧の拡張が
世界史に何をもたらしたかに関して斬新な
見方が出てくる可能性がある。 
（５）従来、歴史記述においては国家や集権
的政体が中心となって記述されてきた。これ
に対し本研究では、儀礼や社会制度、口頭伝
承、各種産業等を比較検討することにより、
国家をもたなかった社会における歴史記述
の可能性を見出した。こうした歴史がどこま
で時間を遡ることが可能かは不明な点が多
いが、新たな歴史記述の可能性を確立しつつ
ある。 
（６）現在『アフリカ史叢書』の第 1巻「世



界の中のアフリカ史」を出版するべく、編集
作業を進めているところである。 
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